
患者サービス推進室                    室長 太田 康介（腎臓内科 副統括診療部長） 

● 活動目的 

患者サービス推進室は 2007 年に患者サービスの一環として設立されました。活動目的は当院の

患者サービスの現状の把握、問題点・改善方策の検討です。具体的には、 

① “ご意見箱”を各病棟のダイニングルーム、外来総合案内に設置し、定期的に室員が回収  

② “ご意見箱”に記載されている「皆様の声」の内容を吟味し、緊急度を判断しながら（至急対応の
要するものはその都度各部署へ対応依頼）、毎月第 3 もしくは第 4木曜日に開催の「患者サー

ビス向上推進対策会議」で内容を検討 

③病院としての対応が必要なものは“幹部会議”に患者の要望と検討内容を報告・提出 

 の 3 点です。 

また、入院患者さんにアンケート調査（記名/無記名は不問）を実施し、患者さんからの“生の声”に

接しながら、指摘された問題点等を検討し、対策等を立案しています。 

●●  構成メンバー（令和 4年度）  

室長は統括診療部長、副室長は事務専門職とし、各部門からの室員（診療部、看護部、放射線、理

学療法など）にて構成されていました。 

● 活動内容の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “ご意見箱”を各外来ブースや病棟に設置         “アンケート回収ボックス”は病棟に設置 

      各“ご意見箱”の傍らに配備                       入院時に配布  

● 活動状況 

毎月第 3 火曜日の午後 4 時から、事前に回収した「皆様の声」について、メンバー全員で内容を分析

し、改善に向けて検討を行っています（室員は 16 名）。 

①  病棟・外来に設置している回収箱に寄せられたご意見を医事係が回収。回収された投書用紙

は、医事課で集計。 

②  急ぐ案件については、対応部署の責任者にその都度連絡。対応部署の判断が難しい時は、副院

長に連絡し対応を検討。 

③  急がない案件については、毎月の定例会議（第 3 火曜日の午後 4 時より）で内容等を検討。 

④  “ご意見箱”のご意見への返事は、必要に応じて専門職を中心に作成し、2F の専用掲示板に掲

示。更に、“ご意見箱”で述べられた我々職員に対する問題点・注意点は、適宜院内情報用 Web

に載せ、職員の接遇の改善を企図。 

⑤ 入院患者アンケートを実施。指摘された問題点を検討し対策を立案。 

⑥ その他、患者サービスにつながる事案を逐次対応し、必要に応じて院内ラウンドや院外の視察等

の実施。 

● 調査結果 

【令和 4 年度ご意見箱に寄せられた代表的なご意見】 

① 職員に関するご意見 

・・・「また来るね、また来ます。」という優しい言葉に励まされた二週間でした。痛かったけど

痛いといえば「どこですか」と声をかけて下さり本当にナースはナイチンゲールですね。リ

ハビリの先生には足を気遣い、私の痛い声も聞き入れてくれました。家に帰ってもしっかり

頑張ります。ありがとうございました。 

② 車椅子用トイレに関するご意見 

・・・車椅子用のトイレの所に手を洗った後にペーパーとゴミ箱がありません。普通のトイレは

あるのに車椅子用のトイレにないのはおかしいと思います。 

③ 書類に関するご意見 

・・・身元引受人や支払保証人など日曜、祭日は書類を受け取りしないと言うが今の時期、高

齢化時代、保証人が必ず日曜、祭日以外にいるという保証は無いと思います。私の様に子供

と離れて暮らしていて急に入院するとなると尚更です。どうかなるべく便利になる様にお願

いいたします。 

【対応について】 

① 「また、来ます」という言葉が患者さんの安心につながる。声かけが看護の一つであること

を再認識できました。また、励まされたという言葉に、感謝いたします。このような声かけ

ができるスタッフがいることを誇りに思います。まねるべき点は浸透できるようにしてまい

ります。私達医療者は、何かあればナースコールを押して下さいと言いがちです。何かなく

ても、きてくれる、来てもらえるそんな環境が必要と考えることができました。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

② ご意見、有難うございました。 

ご迷惑をおかけしました。現地を確認し、ペーパータオルを設置させていただきました。 

よろしくお願いいたします。 

③ ご意見、有難うございました。 

休日や祝日における入院申込書（身元引受人兼診療費等支払保証書）の受領についての事と

思いますが、2 階の時間外受付（救急外来キャッシュコーナー付近にございます）で行ってお

りますのでご利用ください。 

よろしくお願いいたします。  
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患者サービス推進室                                室長 太田 康介（副統括診療部長） 

● 活動目的 

患者サービス推進室は 2007 年に患者サービスの一環として設立されました。活動目的は当院の

患者サービスの現状の把握、問題点・改善方策の検討です。具体的には、 

① “ご意見箱”を各病棟のダイニングルーム、外来総合案内に設置し、定期的に室員が回収  

② “ご意見箱”に記載されている「皆様の声」の内容を吟味し、緊急度を判断しながら（至急対応の

要するものはその都度各部署へ対応依頼）、毎月第 3 もしくは第 4 木曜日に開催の「患者サー

ビス向上推進対策会議」で内容を検討 

③病院としての対応が必要なものは“幹部会議”に患者の要望と検討内容を報告・提出 

 の 3 点です。 

また、入院患者さんにアンケート調査（記名/無記名は不問）を実施し、患者さんからの“生の声”に

接しながら、指摘された問題点等を検討し、対策等を立案しています。 

●●  構成メンバー（令和 4 年度）  

室長は統括診療部長、副室長は事務専門職とし、各部門からの室員（診療部、看護部、放射線、理

学療法など）にて構成されていました。 

● 活動内容の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “ご意見箱”を各外来ブースや病棟に設置         “アンケート回収ボックス”は病棟に設置 

      各“ご意見箱”の傍らに配備                       入院時に配布  

● 活動状況 

毎月第 3 火曜日の午後 4 時から、事前に回収した「皆様の声」について、メンバー全員で内容を分析

し、改善に向けて検討を行っています（室員は 16 名）。 

①  病棟・外来に設置している回収箱に寄せられたご意見を医事係が回収。回収された投書用紙

は、医事課で集計。 

②  急ぐ案件については、対応部署の責任者にその都度連絡。対応部署の判断が難しい時は、副院

長に連絡し対応を検討。 

③  急がない案件については、毎月の定例会議（第 3 火曜日の午後 4 時より）で内容等を検討。 

④  “ご意見箱”のご意見への返事は、必要に応じて専門職を中心に作成し、2F の専用掲示板に掲

示。更に、“ご意見箱”で述べられた我々職員に対する問題点・注意点は、適宜院内情報用 Web

に載せ、職員の接遇の改善を企図。 

⑤ 入院患者アンケートを実施。指摘された問題点を検討し対策を立案。 

⑥ その他、患者サービスにつながる事案を逐次対応し、必要に応じて院内ラウンドや院外の視察等

の実施。 

● 調査結果 

【令和 4 年度ご意見箱に寄せられた代表的なご意見】 

① 職員に関するご意見 

・・・「また来るね、また来ます。」という優しい言葉に励まされた二週間でした。痛かったけど

痛いといえば「どこですか」と声をかけて下さり本当にナースはナイチンゲールですね。リ

ハビリの先生には足を気遣い、私の痛い声も聞き入れてくれました。家に帰ってもしっかり

頑張ります。ありがとうございました。 

② 車椅子用トイレに関するご意見 

・・・車椅子用のトイレの所に手を洗った後にペーパーとゴミ箱がありません。普通のトイレは

あるのに車椅子用のトイレにないのはおかしいと思います。 

③ 書類に関するご意見 

・・・身元引受人や支払保証人など日曜、祭日は書類を受け取りしないと言うが今の時期、高

齢化時代、保証人が必ず日曜、祭日以外にいるという保証は無いと思います。私の様に子供

と離れて暮らしていて急に入院するとなると尚更です。どうかなるべく便利になる様にお願

いいたします。 

【対応について】 

① 「また、来ます」という言葉が患者さんの安心につながる。声かけが看護の一つであること

を再認識できました。また、励まされたという言葉に、感謝いたします。このような声かけ

ができるスタッフがいることを誇りに思います。まねるべき点は浸透できるようにしてまい

ります。私達医療者は、何かあればナースコールを押して下さいと言いがちです。何かなく

ても、きてくれる、来てもらえるそんな環境が必要と考えることができました。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

② ご意見、有難うございました。 

ご迷惑をおかけしました。現地を確認し、ペーパータオルを設置させていただきました。 

よろしくお願いいたします。 

③ ご意見、有難うございました。 

休日や祝日における入院申込書（身元引受人兼診療費等支払保証書）の受領についての事と

思いますが、2 階の時間外受付（救急外来キャッシュコーナー付近にございます）で行ってお

りますのでご利用ください。 

よろしくお願いいたします。  
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入院患者さまへのアンケート集計 （ 対象期間 R04.04.01 ～R05. 03.31 ） 

 

患患者者ササーービビスス推推進進室室

対対象象期期間間

総総回回収収数数 枚枚（（期期間間中中退退院院患患者者数数 ％％））

回回  答答  者者 平平均均年年齢齢 歳歳

お#
患# 満#
親# 満#

良ふ悪不明・無回答 そ 無
医# # 3 2
看# # 5
検# # #
放# # #
薬# # #
理# # #
栄# # 2 #
事# # 2 #
病# # 1 #
掃# # # #

入入院院患患者者ささままへへののアアンンケケーートト集集計計

RR0044..0044..0011 ～～ RR0055..0033..3311

662233 1144,,007733 人人、、回回収収率率 44..44

5555..44
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入院患者さまアンケート集計
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国際医療協力室         室長 中原 康雄（小児外科医長） 

● 活動目的                             

1. 『外国人にやさしい病院』を目指して診療体制を構築する。 

2. 海外医療協力を推進する。 

● 活動の歴史 

1） 当院では 2005 年 4 月に国際医療協力室が発足した。（臼井外科医長） 

その間、医療通訳をはじめとする外国人診療体制の整備を行なってきた。 

   2）  2006 年から 6 年間は厚生労働省国際医療研究を行なった（3 研究）。 

 1．（18 指１）ネットワーク機関における外国人診療のあり方に関する研究 

 2．（18 公６）胎児から乳幼児に子育てを軸とした継続ケアの構築 

 3．（21指９）海外渡航者及び帰国者のための効果的な診療体制整備に関する研究－（分担）

在日外国人・日本への外国人渡航者の診療体制の構築 

3)  それらをもとにして、2012 年外国人診療の 10 箇条をまとめた。外国人診療に対する基本的な

姿勢を述べている。2013 年改訂。 

4） 外国人医師の研修、海外からの患者の受け入れ、治療、海外での医療支援活動など、海外医

療協力を推進している。 

● 活動状況 

1） 海外医療協力 

   NPO 中国四国小児外科医療支援機構（本部：岡山 

医療センター）による活動 

      2022 年度は 2022 年 5 月、1 月、3 月にカンボジア

で、小児がん手術を小児外科チームが渡航して小児

固形腫瘍手術、ヒルシュスプルング病手術、代用膀

胱手術などを施行した。また、9 月には巨大前縦隔

腫瘍の児を当院で受け入れて治療を行った。 

カンボジア人医師（シーパン先生）が来日し、10 月か

ら約半年間に渡り、小児外科・外科・呼吸器外科・泌

尿器科で外科研修を行った。 

 

 

2） ジャパンハートとのパートナーシップ協定締結 

2022 年 12 月 6 日、今後の国際医療活動協力、国内

の医療活動協力に関して協力体制を強化するため

協定を締結した。小児外科疾患に限らず、小児内

科、周産期、ひいては成人疾患に至るまで、あらゆ

る分野での国際医療支援に取り組んでいく。 

国際医療協力室ロゴマーク 
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